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ー、

若
し
や

絛
蟲
の

幼

讐
る

包

達
嚢
で

は

あ

る

ま

い

が

と

愚
つ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
り

た
か

ら、

そ
の

兎

査
ひ

受

擘．

嗜
其
の

部
を

齧
し
て

暑

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　ん
　
　
　
　
ロ

處
が
、

果

せ

る

か

な
、

前

記
の

負

ミ・

塁
瞎

ミ
帆

偽

で

あ
つ

た
。

直
徑
五
・

五

糎
内
外
の

包
蟲

嚢
が
、

下

方
の
d

部
は

臀
肉
中

に

あ

り、
一

部
は

鍵
饕
捲

髴
諜
黔
黐

騰
飜
簾

に

群
を
な

し
て

存
在
す
る

の

み

な

ら

ず、

泡
嚢
内
に

更
じ

内
生
の

の
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

へ

小
包
嚢
數
十
個
を

生

じ、

此

等
小

形
の

丙
生

包
嚢
に

は

其
の

内
壁

面
に

只
一

掴
の

頭
部
を

生
じ
て

居

る
位
で
、

未

だ

幼
若
な

包
巍
で、

其
の

直
徑
は

瑾
に

二

分
内
外
で

あ
つ

だ
。

筋
肉
中
に

あ
る

該
包
蟲

は

あ

ま
り

見
な
い

例
で

あ
る
。

　

（

二
）

　
前

記
の

兎
の

體
腟
内

に

は

四

十
餘
個
の

豆

形
嚢
蟲
が

存

在
し
て

居
つ

だ
。

此

は

別
に

珍

ら

し
い

こ

と
で

も
な

ん

で

も
な
い

が、

此
の

豆

形
嚢
蟲
の

内
に

は

盲

腸

壁

内
に

存
在
し
て

居
る

も

の

も

あ
つ

恒
。

又

豆

形

嚢
蟲
は
一

個
舟

々

存
在
し
て

居
る

も
の

と、

數

個
十

數
個
相
連
り
、

結

組

織
で

蓮

結
せ

ら

れ
て

居
る

も

の

と
が

あ

る
、

此
の

兎
と
同

日

に

捕
へ

π

他
の

兎
の

體

腔
に

も

數
多
の

豆
形

嚢
蟲
を
見
訖

が
、

此

の

兎
で

特
に

記

す
べ

き
は

、

普
逋
豆

形
嚢
蟲

は

腹
腔
内
に

遊
離

す
る

か

腹
腔
内

諸
器

官
に

附

着
す
る

の

で

あ
る

が
、

余
の

見
π

兎
で
は

胸
腔
内

に

も
あ
わ

肺
に

附

着
し
て

居
る

の

を

發
見
し
陀

事
は

珍
し
い

例

左

思

ふ
。

　

　
（

吉
田

貞
雄
）

　
・

　

　

●
唯
一

個
の

胎
兒
を

有
せ

6

兎

大
阪
近

郊
よ

り

得
π

る

前
項
記
述
の

兎
の

左

側
子

宮
の

中
央
部

　
　
（

雜

　

録
）

O
唯
一

個
の

胎

兇

た

有
ぜ

る

兎

〇
二

種
の一
コ

ソ

コ

デ

〃

マ

L

●

メ

が

梅
果

大
一

膨
滿
し
て

居
つ

た

か

ら
、

屹
度
姙
娠
し
て

艦
る
の

で

あ

ら
う

と

患
つ

だ

か

ら、

其

部
を

切

開
し
て

見
る

と
果
せ

る

か

な

一

覧
を
發
見

柴
。

其
長
徑
二

分
位
の

も
の

で

あ

婁
，

兔
は

一

圓
に

數
頭
の

子

》

産
む

と
聞
い

セ
が
、

唯
一

個
の

胎
兒
を

孕
む

こ

，

も

あ
、

も

沸
か

し

ら
ん

と
田
心

つ

藷
し

壽

肇

　
　

　

●
二

種
の

「

コ

レ

コ

デ
ル

マ

」

　

本
年
一

月
の

本

誌
に
、

マ

ン

ボ

ク

寄
生

の
「

ペ

ン

茅

ラ
し

に

着
生
す

る

一

種
の

負
§

碁
。

§
§

鼕
の

事

を
一

寸

書
い

て

置
い

だ

が
、

先．
頃

石
川

懸
の

徳
久
民
か

ら、

そ

れ

と
は

全
く

違
つ

陀

9
ミ
ぎ
冬
薹

ミ

を
遞
つ

て

よ
こ

鵡
だ

。

徳
久

氏
の

標
本
は
、

座

頭
鯨
の

體
上

に

附

着
．

し
て

居
つ

だ

も
の

だ

と
い

ふ
。

倚
ほ

其
後
標
本
棚
の

整
理

を

す

る

と、

大
正
二

年
七

月
、

館
山

で

得
把、

ツ

チ

ク

ヂ

ラ

の

齒
に

附

着

し
て

居
だ

貸
O

ミ
ぎへ
N

ミ
諱
＆

が

串
て

來

セ
。

，
「

ペ

ン
、

昂

ラ
」

か

ら一
得

把

標
本
は、

大

鱧

U
卜
閑

宅
身

（ 、．

跨
炉
宀

o
唱
o
−

σQ
同
9

喜
。

＝
ぎ
m

三
）、
。

奮
m

Ω

鼠
零
幽

量

芸
Φ

日

ε
尠

聖

段
v ．、
鼠

。し

獣

こ

の

圖
説

し
た

Q
§
。

ぎ
匙

§
鬟
竃

ミ
ミ
象

と
一

致
す

る

が
、

自
分
の

標
本
に

は、

前
に

も

報
告
し
て

置
い

π

遘
b

、

個
體
が

未
だ

若
い

爲
か

、

殼

？
巴

鼠
）

と
認

む
べ

き

物
が

登
く

無
い

。

U
勇
ヨ
海

の

記
載
に

は

．

譱
。

暮
塑

亭
目
・

Φ，

巨）
。

9
窪

薦
即

8
目
署
¢

一

5

醇
轟
ξ▼

鼠
爵
け

9
貯

彪
ざ

靄
。。

嵩
喰

げ
け

ぐ

2
髦
巴

首
≦

母
融
”
o

胃向一
多

目
＆〔
肖
‘

畧

身
創

窰
喜
。

自

芭
屯

戸

ξ
。

肓
く
。

臼．

と
め

b、

圖

に

も

可
な

う

著
し
い

殼
が

示
し
て

あ
る
。

併
し
な

が

ら、
一

方、

又
、

ダ
ー

玖
眉

日
，

は
、

其

の

O
窪
霞
巴

男
。

冒
霞
器

の

中
で
、

本

種
の

殼
の

形

歌
及

石

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

二

か
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篆

磐

o

覽
島

産

尹
ス

毒
あ
中

間

壅
o

齧
方

位

禁
の
】

法

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

つ

友

侘
 

壥
度
が
、

象
§
ぎ
§

§
§

§
ミ
黛
暮

の

塲
合

と
洞
樣

、

非
常
に

く

毘
書
す
刷

峯
あ
る

由
を
逋
べ

て

居
る

か

ら、

此
の

點
は

餘
り

重
要

視
す

斜
で

な

い

か

も
知

紮
。

　
．

　

表
に
、

坐
頭
鯨
及
槌
鯨
か

ら
得

π

標
本

は
、

體
形
色

彩
等
互
に
．

多
少

異
う

て

は

居
る

が、

8
暮
麟

の

形「、

塗
卸

語
霧
鼠
曙
塑

馨
幽

翼
。

。。

の

形
、

位
置

、

及隔

審
営
霊
ご

目

の

上

端
に
、

二

個
の

所
謂
．．

ε
げ

乱
韆

Φ

鴛
葭

蕾

竜
Φ

戛
譴
靆
．、

の

あ

る

點
な

ど、

兩
者
杢
く

同

襟
で

、

此
の

方
は

　
＄
謹
ぎ
鑒
憶

§
g

§
§
象

と
同
旧

種
の

者
で

あ

ら
う
と
思

ふ
。

　

槌
鯨
の

標
本
で

は
、

體
長、

柄

部
共
に

約
二

糎
の

小

形
の
者

に

は
隔

未
だ
耳
斌
突
起
が

現
は

れ

て

居
な
い

が
、

皚
長
三

糎
位
の

者

　
に

な

る

と、

斷

に

明
か

な

耳
厭
突
起
が

發
逹
し
て

屠
る、

之

に

反

…

簸
鑼
爆

鰈
懸

靆

，

難
飜

羅
織
難
蘿

鯨
の

者
で

は、

如
何
な

る

標
本

却

も

皆
明
か

に

見
ら
れ

る
。

つ

議
穩
耀
動

縟

蒹
ひ

騨
麹
翹

評
解
動
・

鮨

爵
 

§
冒
日

憙
貯

あ

鋳

貨
一

醗

霞

身
窪
巴

ξ
目

ぎ
目
，

葵
。

。一
鬥

。

β
一

塑，

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

、 ．

ぎ
蔓
尸

9
習
g
『
 

巳

匪
皿
胃

髯
q
。

》
h
。

茜
 

鈎

書
び

舘
鐔
尠

昌
幽

 

雇

譽

髴
o

貯
器

膏

簒
け

 
 

巴
鰻

霊

它゚
。

Φ

曽

冨

葹
o

・。

霞
ド
8e9

菩
 

彑
吋

窪
B、

馨

蕚
豸

舞・、、
（

蓼
。

齬
）

。

雀
本
種
に

は、

特
溺

長
義

逹
し

髭
．

塗
跨

百

穹
鐙

曙

塑

題
Φ

昌

量
σQ

＄

が

あ

り、

而

し
て

此

の

器

官
は

又、

一

種
の

呼
吸
器
と

看
微
さ

れ

て

居
る

も
の

で

あ

る

か
ら、

9
ぎ
為

敷
ミ
§
象

§
ミ
憲
9

は、

他
の

者
よ

り

は
一

層
餘

分
に

呼
吸
作

用

を
營
み

居
る

も
の

だ

と
いr
ふ

こ

と
に

な

る
。

鋼

ー

ウ
ィ

ン

が

耄
ξ

薮
尊・

°。

聴
。

歪
。゚

げ

8
δ

話

唱
一

器

宣

譴
Φ

同

鴇
豆
多
8
亳

霞
 
9

髢

孳

畧

僧

薯
o

号
Φ

握

H

巨
o

場

昌

9．−、

と
日
つ

だ
の

は、

恐
ら

く

此
の

意
味

か

ら

で

あ

ら
う

。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
（

石

井
重

美
〉

　
　

　

●
鹿
兒
島
産

「

ヂ

ス

ト

マ

凵

の

中
間

宿
主

繖

編
…

鑓
難
織

轤
講

鰰

羅
籍
鱗
罎

黶
穏

を
定

め

る

耙

め

に

げ
料
を
セ

ロ

イ

ヂ

ン

H
丁

子

油
で

ア

ヲ

ヴ

に

貼

．

鸛
惻

難
鶴
縫
喫
難
聽
鑼
壯

鰐
騾

纛
鍵

敏
科
書

黍
稚

動
勒

篇
・

の

卷

菖
は

書
イ

ヂ

ン

典
彡

．

シ
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